
鉄道地震災害シミュレータを
用いた路線全線評価

（Seismic Evaluation of Railway Structures by Earthquake 
Disaster Simulator for Railways）

【概要】
地震後早期に鉄道の機能を復旧させるためには、広域にわたる鉄

道構造物の被害を事前に予測し、対策することが非常に重要です。
鉄道地震災害シミュレータによって、構造物の被害状況の推定や弱

点箇所の抽出が可能となります。

【特徴】
地震動伝播シミュレータ、地盤挙動シミュレータ、構造物挙動シミュ

レータで構成され、数十km～数百kmの広範囲にわたる構造物群の地
震被害を推定できます。構造物のモデル化には、必要な情報量と評価
精度に応じて評価方法を選択可能です。
▸インベントリ法

基本的な情報をもとにデータベースからモデルを抽出する方法で、
精度と即時性を両立できます。
▸モデリング法

多数の詳細情報からモデルを個別に構築する方法で、インベントリ
法に比べると時間を要しますが、高精度に評価できます。

【用途】
想定地震に対する被害状況の推定や、弱点箇所の抽出が可能となります。

これらの評価結果は、耐震補強箇所の選定や点検の優先順位判断等の事
前対策の策定に活用できます。
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活用目的に応じた評価方法

【実施例】

鉄道事業者で活用されています。

担当 鉄道地震工学研究センター（地震応答制御・地震動力学）
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インベントリ法の概要

地震ストレステストによる
弱点箇所の抽出インベントリ法とモデリング法

構造・基礎・軌道形式
柱高さ・断面幅
鉄筋比
地盤種別
盛土高さ・のり面勾配
盛土材料

モデル図　サンプル

記号

a 地表面からの構造物の高さ       　（レールレベルの標高-地表面の標高）

b 土被りの深さ　　　       　　　　　　　（地表面の標高-フーチング上面の標高）

c 杭先端までの深さ       　　　　　　　（地表面の標高-杭先端の標高）

d 杭頭までの深さ　　　 　　　　　　　　 （地表面の標高-杭頭の標高）

e 杭先端の基盤層への根入れ深さ　（基盤層上端の標高-杭先端の標高）

内容
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データベース(IDSH)に入力

IDSH:
Inventory Database for

Seismic Hazard analysis
(地震災害シミュレーションの

ためのインベントリ・データベー
ス)
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